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【昨日の市況概要】 公示仲値 第一公示：104.18 第二公示：102.18

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 103.98 1.1387 118.36 1.3096 0.6613
SYD-NY High 104.95 1.1495 118.69 1.3200 0.6685
SYD-NY Low 101.18 1.1288 116.18 1.3035 0.6312
NY 5:00 PM 102.34 1.1430 117.03 1.3126 0.6582

NY DOW 23,851.02 ▲ 2,013.76 日本2年債 -0.310 ▲2.00bp     
NASDAQ 7,950.68 ▲ 624.94 日本10年債 -0.160 ▲2.00bp     

S&P 2,746.56 ▲ 225.81 米国2年債 0.4046 ▲10.26bp   
日経平均 19,698.76 ▲ 1,050.99 米国5年債 0.4976 ▲11.26bp   
TOPIX 1,388.97 ▲ 82.49 米国10年債 0.5570 ▲21.56bp   

ｼｶｺﾞ日経先物 18,890.00 ▲ 1,550.00 独10年債 -0.8590 ▲14.40bp   
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 5,965.77 ▲ 496.78 英10年債 0.1555 ▲7.40bp     

DAX 10,625.02 ▲ 916.85 豪10年債 0.5925 ▲7.50bp     
ﾊﾝｾﾝ指数 25,040.46 ▲ 1,106.21 USDJPY 1M Vol 21.95 9.95%
上海総合 2,943.29 ▲ 91.22 USDJPY 3M Vol 16.13 5.94% 　

NY金 1,675.70 3.30 USDJPY 6M Vol 13.53 4.20%
WTI 31.13 ▲ 10.15 USDJPY 1M 25RR -7.83 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 144.81 ▲ 11.03 EURJPY 3M Vol 11.88 2.66%
ドルインデックス 94.90 ▲ 1.06 EURJPY 6M Vol 10.70 2.00%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月9日 08:50 日 GDP(年率/季調済/前年比)・確報 1月 -7.1% -6.6%
16:00 独 鉱工業生産(前月比/前年比) 1月 3.0%/-1.3% 1.7%/-3.9%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

3月10日 10:30 中 PPI(前年比) 2月 -0.3% 0.1%
10:30 中 CPI(前年比) 2月 5.2% 5.4%
19:00 欧 GDP(前期比/前年比)確報 4Q 0.1%/0.9% 0.1%/0.9%

【マーケット・インプレッション】 米国内コロナ感染深刻化が大統領選挙に与える影響

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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週末にかけて世界各国でコロナウイルスの感染拡大が報じられたほか、OPECプラスの会合で協調減産合意が拒否され
たことが伝わる中、海外市場では原油価格の大幅下落とともにリスクオフムードが強まり、ドル円は東京時間104円近辺
でスタート。世界的な株安が進みダウ先物がサーキットブレーカーが発動されたほか、米10年債利回りが0.50％を割り込
む中、ドル円も売りが加速し101.55まで急落。欧州時間にかけては102円台での振幅が続き、102.28レベルでNYオープ
ン。朝方は主要米株指数が暴落に伴い取引停止となったことから、一段とリスクオフムードが強まり、2016年10月以来の
水準となる101.18まで急落する。特段ヘッドラインが見当たらない中、この水準では急速に買い戻しが入り、102.80まで反
発上昇。その後、一時2000ドル超下落したダウ平均が下げ幅を縮小すると、ドル円の値動きも落ち着き、102円台前半で
のもみ合いが続く。午後はダウ平均が再び下落に転じ、過去最大の下げ幅を記録する中、ドル円は上値の重い推移が続
き、結局、102.34レベルでクローズ。一方、海外市場のユーロドルは、米長期金利の過去最低水準更新が続き、ドルが売
られると一時1.1495をタッチし、1.1426レベルでNYオープン。朝方は米株の取引停止が嫌気され1.1485まで上昇するが、
この水準での利益確定売りや、欧州圏内でもコロナウイルスの感染拡大懸念が燻る中、更なる上値追いは限定的だっ
た。買い一巡後は1.14レベル半ばでのレンジ推移が続き、結局1.1430レベルでクローズ。

東
京

週末にも新型肺炎の感染拡大が世界各地で伝えられる中、OPECﾌﾟﾗｽにおいて追加減産合意に至らず、ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱが大
幅増産を打ち出したこと等もあって、原油価格が急落。ﾘｽｸ回避姿勢が強まり、ﾄﾞﾙ円は2019年初ﾌﾗｯｼｭｸﾗｯｼｭ時の安値
(104.10)を下抜けると、103円台半ばで下げ止まり、東京時間は103.98ﾚﾍﾞﾙでｽﾀー ﾄ。しかしその後もｱｼﾞｱ株が下落し、米
10年債利回りが0.5％台を割り込むなどﾘｽｸｵﾌﾑｰﾄﾞが強まる中、ﾄﾞﾙ円は安値101.55まで大きく下げ幅を拡大。終盤は若
干買い戻しが入り、102.71ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､102.71ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大と原油相場の暴落を背景とした円買いが続
き､101.81まで下落｡しかし､その後､欧州株は下落基調が継続するなか､ﾄﾞﾙ円相場では買戻しが入り､102円台へ戻す。
102.28ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3058ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡11日の予算発表に向けた楽観からか､ﾎﾟﾝﾄﾞが買われ､約5週
間ぶりに1.3200まで上昇｡しかし､その後は利益確定のﾎﾟﾝﾄﾞ売りが優勢となり､結局1.3100ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙ
ﾌﾘｰ 00531 444 179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月9日 08:50 日 GDP(年率/季調済/前年比)・確報 1月 -7.1% -6.6%
16:00 独 鉱工業生産(前月比/前年比) 1月 3.0%/-1.3% 1.7%/-3.9%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

3月10日 10:30 中 PPI(前年比) 2月 -0.3% 0.1%
10:30 中 CPI(前年比) 2月 5.2% 5.4%
19:00 欧 GDP(前期比/前年比)確報 4Q 0.1%/0.9% 0.1%/0.9%

コロナ感染拡大で市場が混乱するなか、ＯＰＥＣプラス原油協調減産決裂の報を受け、リーマンショックに匹敵する水
準まで急騰するVIX指数を横目に、暴落する原油価格や世界株価、米金利、ドル円・クロス円相場を目の当たりにし、
脳裏に浮かぶ「メルトダウン」という言葉。今回世界中が戦うあまりにも得体不明な「未知のウィルス」という非常に厄介
な相手。手探りで金融・経済・医療等の政策判断をする人間、そしてそれを嘲笑うかのように被害を深刻化させていく
未知のウィルス。これこそが今回のパニックの根源であろう。あまりにも先が見えない。そんななか開催される本日の
民主党予備選－もはや誰も気にしていないだろうが、個人的には興味深い。目下、欧米でも猛威を振るうコロナ。基本
的に“重病患者”という印象を与えるマスクはご法度、大らかで自由な人柄（=言い換えると“適当で人の言うことを聞か
ない”だが、私はこの国民性が大好きだ）、そして何より高額医療費ゆえに病院に行かない、という三拍子揃った米国。
残念ながら、この環境下でのコロナ感染深刻化は時間の問題。民間保険会社の保険料は非常に高く、重症にならな
い限りは病院に行かない米国。だからこそ、国内での感染被害/景気悪化懸念が深刻化すればするほど、「もし皆が
病院に行けたら、このような状況は回避できたのではないか」という考えのもと、『国民皆保険』を掲げるサンダースに
票が流れるかもしれないと思うのだ。Super Tuesdayでは大敗を喫し、本日も世論調査ではバイデンに劣勢のサンダー
スだが、まだまだ結果は流動的と考えている。前回サンダースがクリントンに勝利したミシガン州含め、本日の予備選
結果に注目すると共に、コロナ対応で立場が苦しくなりつつ株価上昇が支持率の生命線のトランプの巻き返し策にも
大いに期待したい。冒頭に述べた通り、未知のウィルス相手の戦いは決して容易ではなく、当面は荒れたマーケットを
覚悟すべきだろう。足元の市場環境を沈静化させるためにも一日も早くワクチン・治療薬が開発されることを切に願うと
共に、OPEC加盟国・非加盟国を含む世界各国の政府・中銀には今こそ冷静になり手綱を握り締め、落ち着いて政策
運営にあたってほしいと願いたい。そして何より、心優しいどなたかが、残り1ロールしかない我が家にトイレットペー
パーを恵んでくださることを祈るばかりだ。（たさかまりえ）
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